
また、修理・点検により部品交換した場合は、交換した部品に対して1年間とします。
（電装部品については1年間）

※次のような消耗品については有料となります。
　　気密材、モヘア、小口カバー、操作ツマミなどの合成樹脂部品

745 初　版CA1136-3TP'17・08
第２版CA1136-3TP'18・01

アスコード new
大変形追従随時閉鎖型防火戸

製造元

千葉県柏市十余二380番地 〒277-0872



▍社会背景
私たちは、2011年に東日本大震災を、2016年には熊本地震などを経験しました。大地震
では建物のみならず、ドアやサッシなどの非構造物も大きなダメージを受けます。
しかし、そのような条件下でも防火区画に使われる防火戸は、正常に作動し防火性能を保
ちながら避難経路を確保するという役割を果たさなければなりません。文化シヤッターは、
そのようなドアを作るべく研究開発を重ね、大地震にも対応出来る防火戸を開発しました。

◦�私たちは、2011年に東日本大震災を、2016年には熊本地震などの大地震を�
経験し、その都度、建物のみならずドアやサッシ等に大きな被害が及ぼされた。
◦�大地震の過酷な条件下でも、ドア、特に防火戸は正常に作動（閉鎖）し、�
防火性能を保ちながら避難経路を確保することが望まれる。
◦�万が一、正常に作動しない場合には建物残留層間変形による、 �
防火戸（扉）と床及び枠との干渉が考えられる。

扉　閉鎖時

大規模震災時でも閉まるドア「アスコード」※を開発。
ポイントは3つ。〔特許出願済〕
面内、面外およびそれらの組み合わせでの
層間変形角1/90（瞬間最大1/60）に対応できる防火戸。

大変形追従
随時閉鎖型防火戸
（大規模震災時）

レリーズの扉側
フック部が建物変
形に合わせ変位す
る。レリーズの引っ
かかりによる閉鎖
不良を防ぐ。 平常時 大規模震災時

�電磁レリーズの
「上下変位吸収機構」2

ポイント

大規模震災時は建物や壁が斜めになることで、防火戸の枠も斜めに
変形するなどして、防火戸の扉と床及び枠との干渉により扉が閉まら
ないおそれがある。

一般的な防火戸
（大規模震災時）

この条件下のことを検証するために

建物の残留層間変形による防火戸の
変形を再現する実験装置を新たに考案して実験。

戸先側が上がっ
て枠に当たり、
閉まらない。

枠に当たる

戸先側が下がっ
て床に当たり、
閉まらない。

床と干渉

こ
の
よう
な場
合に
備え

オートヒンジのトップピボッ
トの軸長さを伸ばし、扉上部
でのクリアランスを拡大す
ることで扉と枠の接触を極
力なくし、同時に扉の干渉
を防止する。

15mm以上

「扉干渉防止（ヒンジの軸伸ばし）」と
「扉上部のクリアランス拡大」1

ポイント

震災直後でも防火性能および確実な避難経路を確保する
高耐震の大変形追従随時閉鎖型防火戸「アスコード」です。

片開き：	最小 W  900 × H1800�
	 〜	最大 W1400 × H3000
両開き：	最小 W1800 × H1800�
	 〜	最大 W2800 × H3000
※�製作範囲外の対応につきましては、
弊社担当までご相談ください。

【製作範囲】

※�新築および改修工事にも対応できる。

扉下部に取り付けた巾木が
建物変形に合わせて上下
変位する。また、戸先の下
部には戸車を内蔵してお
り、扉の閉鎖を補助する。
床との干渉により扉が開か
なくなる事を防ぐ。

扉下部の「変位吸収機構」3
ポイント

平常時 戸先上がり
戸先側が大きくなる

戸先下がり
戸先側が小さくなる 戸車付き

戸車付き

平常時 戸先上がり
戸先側が大きくなる

戸先下がり
戸先側が小さくなる 戸車付き

戸車付き


